第５学年○組　算数科学習指導案
令和３年○月○日（○）第○校時
児　童　数 　　　 ○○名
指　導　者　　○○　○○
１　単元名「単位量あたりの大きさ」
２　児童の実態と本単元の意図
　（１）児童の実態
本学級の児童は、年度当初から各教科において問題解決型の学習を積み重ねている。そのため、自分の考えを伝えたい思いが強く、グループやペアでの活発な意見交流ができる。
入間地区学力状況調査では全領域の平均と比べると○ポイント程度低く、平均を上回る問題はない。個別に繙くと、上位・低位の学力差が大きい。上位の児童は、日常生活への活用の仕方を考え、練習問題を作ることができる。一方、低位の児童は、問題文の意味理解に支援が必要である。
本単元に関するレディネステストの結果は次のとおりである。
	問題
	正答率
	誤答と理由
	無回答率

	６Lで３０㎡ぬれるペンキがあります。１Lでは何㎡ぬることができますか。
	○名
９１％
	○名
６％
計算ミス
	○名
３％

	５Lで２０㎡ぬれるペンキがあります。１㎡ぬるのに何L使いますか。
	○名
４１％
	○名
５３％
計算ミス
数直線ミス
	○名
６％


　　　このことから、次のことが考察できる。
1 自分の考えを持とうとすることができる。
2 比例関係を用いた数量関係を数直線を用いて把握することが半数程度できる。
3 ある場面での数量関係を把握したり、計算結果の数の意味を理解したりすることに支援が必要な児童が一定数いる。
立式するための数直線で式だけに表すだけでなく、倍の考えの定義や、数直線や図、言葉なども関連付けて自分の考えを明らかにすることで、単位量あたりの大きさを理解することにつながっていくと考える。
（２）教材のとらえ方
　　　本単元では単位量当たりの大きさの意味及び表し方を理解し、それを求める能力を育成する。また、異種の２つの量で表されている場面において、そのままでは比べられないときに、１つの量をそろえれば比べられることに気づき、その方法を考える能力を育成することがねらいである。
本単元は、異種の２量の割合としてとらえられる数量について、速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表し方について理解し、単位量当たりの大きさを用いた比べ方や表し方について図や式を用いて考える力を養うとともに、単位量当たりの大きさの意味や表し方を数学的表現を用いて考えた過程を振り返り、多面的に粘り強く考えたり、今後の生活や学習に活用しようとしたりする態度を養う。

（３）指導にあたって
本単元では一貫して次の指導をする。
手立て①
　問題場面の提示の際、比例関係を前提としていることを確認する。
　単位量あたりの大きさとして捉えたり、数直線対応図を用いることができたり
するのは、問題場面の比例関係が保証されているからである。比例関係を保証さ
れているからこそ、計算でモデル化して数量関係を把握することができることを
丁寧に扱う。言い換えれば、現実世界ではアクシデントがあり得るので実際に試
行しないと分からないことも、数の世界では数理的処理をすることで予測ができ
るよさがあることを働きかける。これは、第６学年の学習「比例の活用」の素地
とすることができる。
手立て②
　数直線対応図を用いて、数量関係をかけ算で把握させる。かけ算を立式する際
は次のことを価値づけする。１あたりの量×〇ぶん＝〇ぶんの量
数直線対応図・式・価値づけの言葉を対応させることで、数量関係の意味を理
解させる。このことを通して、単位量を元とした場面把握をさせるだけでなく割
合の素地を養う。
手立て③
　授業のねらいに直結する「必ず児童に触れさせたい考え方」を明確に持ち、全
員に体験させる。
　また、支援が必要な児童へのヒントカードや個別指導の内容としたり、練り上
げの際書き写す等を指示したりすることで、「次に繋がる学習」を確実に積み上
げさせる。

本校では算数の学習において、「まず・次に・だから」（ま・つ・だ）を用いて論理的に説明をするよう指導してきた。さらに、全体交流では、論理的な思考を促すために「どうして？」「なぜ？」といった声掛けにより理由にこだわることを大切にしている。以上のことから、図や式、言葉で自分の考えを明らかにして表現し、互いの考えを共有したり説明したりする活動に重点を置き指導を展開していく。
	（1） 子供が考え活躍する授業に向けて
①問題解決的な学習過程とし、自力解決の場を設定する。
②自力解決では、答えを導く過程を大切にさせ、答えだけでなく、考え方や理由を書かせるこ
とを大切にし、数学的な考え方を育てる。（考えを順序よく説明させるため「ま・つ・だ」
を使うよう指導する。）
③ペア交流や全体交流をする場面を設定することで、自分の考えを整理したり、他者の考えにふれたりさせる。
全体交流では、正解にすぐ飛びつくのではなく、理由や根拠を尋ねるなどして、重要な点に
気づかせたり、深めたりするための投げかけをする。その際、ペア交流などを取り入れ、全体を巻き込むようにする。
⑤順序良く根拠を明らかにしながら、複数の事象と関連付けたり、条件を変えるなどして数学的な見方・考え方を養う。
⑥数学的な見方・考え方（例単位量としてとらえる・数直線化・文字式化など）を活かした考えなどを積極的に認め、評価する。
⑦振り返りの時間を設定する。内容は単なる感想でなく、成果や次時への意欲などを書かせる。
（２）丁寧でわかりやすい指導に向けて（ユニバーサルデザイン化）
①活動内容を明確に指示する等、指示は、短く端的に行う。
②練り上げでは論点がねらいからそれないよう焦点化に努める。
③図や数直線を活用したり、課題や、１時間の流れ、ポイントを整理した板書とする。
④教師と一部の児童とのやりとりにならないように、適宜全体に問いかけたり意図的指名を行う。
⑤自力解決につまった子には、ヒントカードやホワイトボードを使った少人数支援で個別指導をする。



３　単元の目標
（１）異種の２量の割合としてとらえられる数量について、速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表し方について理解し、速さや単位量当たりの大きさを求めたり、比べたりすることができる。　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　【知識・技能】
（２）異種の２ 量の割合としてとらえられる数量の関係に着目し、目的に応じて大きさを比べたり表現したりする方法を図や式などを用いて考え表現している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【思考・判断・表現】
（３）速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表し方について、考えた過程や結果を振り返り、多面的にとらえ検討し、よりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに 気づき学習したことを今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【主体的に学習に取り組む態度】
















４　指導と評価の計画（全１０時間扱い）
	時
	目標
	学習活動
	主な評価規準

	１こみぐあい

	１
	○面積、匹数が異なる場合の混
み具合の比べ方を理解し、比
べることができる。
	・イラストを見て、㋐と㋑では本数が、㋒と㋓では面積がそろっているため値段や混み具合を比較できることを話し合い、単位量当たりの大きさの比べ方を考えるという単元の課題を設定する。
①面積とうさぎの数が違う3つの小屋の混み具合の比べ方を考える。
②AとB、BとCを比べ、どちらかがそろっていると比べられることをおさえる。
③AとCの比較を通して、匹数か面積のどちらかをそろえればよいことを考える。
④AとCの比べ方を、数直線の図を使って確認する。
	［知技］単位量当たりの大きさを用いて比べることの意味を理解し、混み具合を比べることができる。 【観察・ノート】
［思判表］混み具合の比べ方を、面積と匹数の関係に着目して図や式を用いて考え、説明している。
【観察・ノート】
［態度］混み具合は ２ 量の割合としてとらえられる
量であることに気づき、図を使って、面積、匹数が異なる場合の混み具合の比べ方を考えようとしている。 
【観察・ノート】

	２
	
	1 A、C、Dの比較を行う。調べる数が多くても、混み具合を一度に比べやすい方法を考える。
②面積をそろえて1m２当たりの匹数で比べたり、匹数をそろえて1匹当たりの面積で比べたりすればよいことをまとめる。
③前者の方が分かりやすいことをおさえる。
	

	２　いろいろな単位量あたりの大きさ

	３
	○「 人口密度」の意味とその求
め方を理解する。
	1 北海道と沖縄県の人口の混み具合を比べる。
2 「人口密度」を知り、人口密度を求める。
	［知技］人口密度の意味を
理解し、人口密度を求めることができる。 
【観察・ノート】
［思判表］人口の混み具合
の比べ方を、面積と人数の関係に着目して考え、説明している。 【観察・ノート】

	４
	○単位量当たりの大きさを用いて、問題を解決できる。
	①米のとれ具合を、単位量当たりの大きさを用いて調べる。
	［知技］
単位量当たりの大きさを用
いて、 ２ つの資料を比べ
ることができる。
【観察・ノート】

	３速さ

	
本時
	○速さは単位量当たりの大きさの考えを用いて表せることを図や式を用いて考え、説明する。
	①p.34を見て、速さを決めるために必要な量について考える。
②走った距離、時間が異なる人の速さの比べ方を考える。
③時間をそろえて1秒間当たりの距離で比べたり、距離をそろえて1m当たりの時間で比べたりすればよいことを数直線の図を使って考え、まとめる。
④混み具合と速さの比べ方や表し方について、単位量当たりの大きさを使っていることを統合的に捉える。
	［思判表］ 単位量当たりの大きさの考えを基に、速
さの比べ方を図や式を用いて考え、説明している。
【観察・ノート】
［態度］速さの比べ方を、
時間と距離の ２ 量を基に、単位量当たりの大きさの考えを用いて考えようと
している。 
【観察・ノート】

	６
	〇速さを求める公式を理解し、それを適用して速さを求めることができる。
〇時速、分速、秒速の意味を理解する。
	①新幹線のはやぶさ号とかがやき号の速さを比べる。
②速さを求める公式をまとめる。
③「時速」「分速」「秒速」の意味を知り、公式を用いて速さを求める。
	［知技］速さの表し方を基に、速さを求める公式をつくり、速さを求めることができる。 
【観察・ノート】
［知技］時速、分速、秒速の意味を理解し、時速、分速、秒速を求めることができる。 【観察・ノート】
［思判表］速さを求めるときに使う ２ 量に 着目し、速さを求める公式を表すことを考え、説明している。 【観察・ノート】

	７
	○道のりを求める公式を理解し、それを適用して道のりを
求めることができる。
	①ツバメの速さと時間から道の　　　　
りの求め方を考える。
②道のりを求める公式をまとめ、公式を用いて道のりを求める。
	［知技］速さを求める公式
を用いて、速さと時間から道のりを求める公式を導き、道のりを求めることができる。 
【観察・ノート】
［思判表］速さを求める公
式を基にして、道のりを求める公式を図や式を用いて考え、説明している。
【観察・ノート】

	８
	○速さと道のりから時間を求める方法について考え、説明する。
	①台風の速さと道のりから時間の求め方を考える。
②かかる時間を□時間として式に表し、時間を求める。
③速さ、道のり、時間の関係を振り返り、それぞれの求め方を統合的にとらえる。
	［知技］道のりを求める公
式を用いて、速さと道のりから時間を求めることができる。 
【観察・ノート】
［思判表］道のりを求める
公式を基にして、時間の求め方を図や式を用いて考え、説明している。 
【観察・ノート】

	４　まとめ

	９
	〇単元の学習の活用を通して事象を数理的にとらえ論理的に考察し、問題を解決する。
	〔いかしてみよう〕
①身の回りから単位量当たりの考えを使っている場面を探す。
②雷の音が伝わる速さについての問題を、単位量当たりの考えを活用して解決する。
	［思判表］学習内容を適切
に活用して筋道立てて考え、問題を解決している。
【観察・ノート】
［態度］ 学習内容を生活に
生かそうとしている。 
【観察・ノート】

	１０
	〇学習内容の定着を確認するとともに、数学的な見方・考え方を振り返り価値づける。
	・「たしかめよう」に取り組む。
・「つないでいこう 算数の目」に取り組む。
	［知・技］基本的な問題を解決することができる。
【観察・ノート】
［思・判・表］数学的な着眼点と考察の対象を明らかにしながら、単元の学習を整理している。
【観察・ノート】
［態］単元の学習を振り返
り、価値づけたり、今後の
学習に生かそうとしたりし
ている。【観察・ノート】



２　本時の学習指導（５／１０）
（１）本時の目標
　　　速さは単位量当たりの大きさの考えを用いて表せることを図や式で考え、説明することができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思考・判断・表現）
　　　速さの比べ方を、時間と距離の２量を基に、単位量当たりの大きさの考えを用いて考えようとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（態度）
（２）展開
	学習活動
	主な発問と
予想される児童の反応
	・支援と指導の留意点
	評価の観点【方法】

	１問題（２分）
問題を知る











２めあて（３分）
[bookmark: _Hlk78288617]めあて　速さの比べ方を考えよう。

















	（挿絵を提示して）
Ｔ：どちらが速いでしょうか。
Ｃ：秒数が短いから弟の方が速い。
Ｃ：えみの方が長い距離を走ってそうだからえみの方が速い。
Ｃ：距離が分からない。問題　えみさんと弟ではどちらが速いですか。



Ｔ：速さを比べるには何が必要ですか。 
Ｃ：距離と時間です。
Ｔ：これがそれぞれの走った距離です。
Ｃ：このままでは比べられない。
Ｔ：なぜですか。
Ｃ：距離も時間もそろっていないからです。


（かかった時間と距離を掲示して）
Ｔ：弟は３２秒で何ｍ走れます
か。
Ｃ：１６０ｍ。
Ｔ：えみさんは、５０ｍを何秒で走れますか。
Ｃ：９秒。
Ｔ：なぜずぐにわかったのです
か。実際には走っていないですよね。
Ｃ：２倍にすればいい。
÷２すればいい。
実際に走らなくてもわかる。
Ｔ：現実では転んでもっと時間がかかるかもしれないけれど、算数の世界で数として処理をすると、実際に試してみなくても予想できる、ということですね。
一方が２倍になったらもう一方も２倍になる。この関係を何と言いますか。
Ｃ：比例。
	・２つの挿絵に着目させ、どちらが速いか考えさせる。
・日常の事象を数理的に捉え、具体的な体験を想起し、問題を見いだせるようにする。
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[bookmark: _GoBack]・距離と時間がそろっていないことをおさえる。
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手立て①


・時間しか分からないこの結果で比べてもよいかどうかを考えさせ、もう一方の量として走った距離が必要であることをおさえ、提示する。
・時間と距離がそれぞれ違う場合の比べ方を考えることが解決のカギであることをおさえる。
	

	３見通す
（２分）
解決の見通し
	Ｔ：距離も時間もちがいますがどうすれば、比べられるでしょうか。
Ｃ：数直線を書く。
Ｃ：１秒あたりに何ｍ走ったかで比べる。
Ｃ：１ｍあたりに何秒かかったかで比べる。
Ｃ：距離を揃える。
Ｃ：時間を揃える。
	・自分で考えた方法の見通しをノートに書かせる。
・発表はさせない。
	［態度］
速さの比べ方を、時間と距離の ２量を基に、単位量当たりの大きさの考えを用いて考えようとしている。 
【観察・ノート】

	４自力解決
（１２分）
	予想される児童の反応










Ｔ：自分が考えた方法を図や言
葉で説明できるようにし
よ[image: ]う。
	Ａ（扱う）
Ｂ（扱う）
Ｃ
Ｄ
Ｅ
１秒あたり
（図略）
弟
□×１６＝８０
□＝５（ｍ）
えみ
□×１８＝１００
□＝５．５５（ｍ）
えみが速い
１ｍあたり
（図略）
弟
□×８０＝１６
□＝０．２（秒）
えみ
□×１００＝１８
□＝０．１８（秒）
えみが速い
距離をそろえる
８００ｍを
弟１６０秒
えみ１４４秒
えみが速い
時間をそろえる
１４４秒を
弟７２０ｍ
えみ８００ｍ
えみが速い
考えつかない
→Ａに近づけさせる。
手立て③












・どのようにするか手がつかない児童にはホワートボード・穴埋め式のヒントカードで支援する。
・低位の児童へは、既習事項を振り返
り、時間をそろえる（A）に一本化し、
数直線の活用に向け声掛けをする。
・説明では「ま・つ・だ」の約束で、１つひとつの数や計算の意味を友だちに分かりやすく順序立てて説明させる。
・数直線の図などを使って、なぜ比べることができたのかの理由を明確にするよう支援する。
　まず
　次に
　だから



・解決できた児童には、求めた数値が
何を意味するのかを考えさせる。
・求めた数値の意味が分かった児童には、別の方法を考えさせる。
・AとBの考えを書いている発表予定者（２名）に発表カードを書かせる。
	

	５交流
（１０分）
1 ペア
（２分）
2 全体
（８分）A
B

	ペア
Ｔ：考え方をペアの人に伝えましょう。
全体
Ｔ：どうして速さを比べることができたのですか？
[image: ]Ｃ：時間/距離をそろえたからです。
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《Aを示す》
Ｔ：求められた５や５．５について、単位を含めて説明し、えみさんが早いことを証明してください。
Ｃ：弟は１秒で５ｍ、えみさんは１秒で５．５ｍ走ります。より長いのでえみさんが速いです。
《Bを示す》
Ｔ：求められた０．２や０．１８について、単位を含めて説明し、えみさんが早いことを証明してください。
Ｃ：弟は１ｍで０．２秒、えみさんは１ｍで０．１８秒走ります。より短いのでえみさんが速いです。
Ｔ：２つの考えで大切なところはありますか。
Ｃ：どちらも距離か時間かどちらかをそろえている。
Ｃ：１あたりにしている。
　　「そろえる」「１あたり」を価値づける。
	・A、Bの２通りの方法を発表させる中で、それぞれの考えを比較し、本時のポイント（単位量あたりの大きさで比べる）をおさえる。
・児童から適当な発表例を出せない時は、教師が代わって解答例を示し、練り上げの材料とする。
・どちらの考えも、どうして速さを比べることができるのかを問い、単位量あたりでそろえることがポイントとなることをおさえる。
・一部の正答に飛びつくのではなく、そのことが本当に価値あること（ポイント）なのかを、全体に返し、全体を巻き込んで話し合い、一人一人の納得感へと導く。その際、必要に応じ、ペア交流や意図的指名も取り入れる。
・立式したかけ算の式に単位などを加筆することで、単位量あたりの考え方であることをおさえる。手立て②
・数直線対応図と立式したかけ算の式とも対応させ、「１」がどこにあるのかを示しながら、「時間をそろえた」「距離をそろえた」ことを価値づける。
・それぞれの考え方にネーミング（例１秒作戦など）させ、考え方のポイントを焦点化させる。

	［思判表］ 単位量当たりの大きさの考えを基に、速さの比べ方を図や式を用いて考え、説明している。
【観察・ノート】


	６まとめ
（３分）
学習をまとめる










７練習
（１０分）
適用問題を解く





８ふり返り
（３分）
	【ポイント】
[bookmark: _Hlk43397251]単位量あたりの大きさを使えば比べられる。



まとめのキーワード
１秒間あたりに走った平均の距離　１ｍあたりにかかった平均の時間
そろえる









Ｔ：問題を解きましょう。








Ｔ：今日の学習を振り返りましょう。

	・本時に学習したことを各自の言葉でまとめさせる。
・キーワード（例そろえる、１秒あたり、単位量あたりでの比較など）に着目して、評価し、認める。





[bookmark: _Hlk75884552]まとめ　速さは、１秒間あたりに走った平均のきょりや、１ｍあたりにかかった平均の時間などでそろえれば、単位量あたりの大きさで比べることができる。





・本時の学習を生かして、適用問題に取り組ませ、定着を図る。
・赤ペンや対話により、個別指導する。
[image: ]





















・早く終わった児童にはタブレット学習に取り組ませる。
・学習の過程を振り返り、学んだことだけでなく、意欲的なことも書かせる。
・前向きな考えをまとめた児童を発表させ、まとめとする。
	








[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]
ポイント
単位量あたりの大きさを使えば速さは比べられる。
時間と距離がそろっていない。
まとめのキーワード
１秒間あたりに走った平均の距離　
１ｍあたりにかかった平均の時間
そろえる

えみさんと弟ではどちらが速いですか。
問題
速さの比べ方を考えよう。
見通し
自分で考える
めあて
速さは、１秒間あたりに走った平均のきょりや、
１ｍあたりにかかった平均の時間などでそろえ
れば、単位量あたりの大きさで比べることができ
る。
まとめ
ふりかえり
1 今日の授業で学んだこと
2 学習したことを使ってやってみたいことなど
練習問題
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